
今
後
は
、
上
島
町
議
会
の
み
な
ら
ず
愛

媛
県
町
村
議
会
を
代
表
し
、
今
ま
で
培
わ

れ
た
議
会
活
動
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ

れ
、
愛
媛
県
発
展
の
為
、
ご
活
躍
さ
れ
ま

す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
新
合
併
特
例
法
が
施
行

さ
れ
た
平
成
11
年
４
月
１
日
以
前
に
は
、

日
本
全
国
で
３，

２
３
２
あ
っ
た
市
町
村

が
、
本
年
度
末
に
お
い
て
１，

８
２
２
に

な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

愛
媛
県
に
お
い
て
も
、
新
合
併
特
例
法

施
行
時
に
70
を
数
え
た
市
町
村
が
、
本
年

８
月
１
日
を
も
っ
て
11
市
９
町
、
合
わ
せ

て
20
市
町
に
な
る
予
定
で
す
。

上
島
町
が
誕
生
し
、
新
た
な
体
制
に
よ

る
歩
み
も
、
早
９
ヶ
月
と
い
う
距
離
を
通

過
し
、
行
政
運
営
各
方
面
に
お
け
る
町
民

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
ま
た
、
合
併
協
定
書
に
お
け
る

調
整
事
項
等
、
４
町
村
合
併
に
お
い
て
生

じ
る
様
々
な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
の
も

新
町
の
現
状
で
す
。

私
は
、
今
後
ど
ん
な
困
難
が
あ
ろ
う
と

も
、
上
島
町
民
の
最
大
公
約
・
最
大
利
益

を
基
本
に
置
き
、
そ
の
信
念
に
沿
っ
て
全

力
を
尽
す
こ
と
が
、
正
し
い
道
を
歩
み
続

け
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
議
会
な
ら
び
に
町
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
今
ま
で
以
上
の
ご
協
力
と

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

前
回
の
定
例
会
で
披
瀝
し
た
職
員
削
減

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
聞
報
道
に
も
あ

り
ま
し
た
よ
う
に
、
新
年
度
ス
タ
ー
ト
時

点
に
お
い
て
、
上
島
町
の
職
員
削
減
率
は

愛
媛
県
の
中
で
２
番
目
で
あ
り
、
市
町
村

合
併
の
主
旨
を
十
分
に
反
映
し
た
、
財
源

不
足
に
対
す
る
適
切
な
対
応
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
「
行
政
改
革
推
進
の
た
め
の
新

た
な
指
針
」
に
基
づ
き
、
定
員
管
理
適
正

化
計
画
を
含
む
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
、
職
員
数
の
数
値
目
標
を
本
年
度

中
に
示
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

業
務
の
民
間
委
託
に
よ
る
経
費
節
減
を
は

じ
め
、
財
源
の
増
加
が
見
込
め
な
い
場
合

は
、
特
別
職
給
与
カ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
活
用
、
各

種
手
当
て
の
見
直
し
を
行
い
、
二
宮
金
次

郎
の
「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を
制
す
」

と
い
う
言
葉
に
沿
っ
た
対
応
を
図
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
入
る
を
増
加
さ
せ
、
雇
用
を
増
や
す
」

施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
大
き
な
課

題
と
し
て
、
岩
城
地
区
を
中
心
と
し
た

「
上
島
町
岩
城
地
区
造
船
振
興
計
画
」
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

造
船
業
界
を
中
核
と
し
た
商
工
業
振
興

に
つ
き
ま
し
て
は
、
設
備
投
資
あ
る
い
は

技
術
開
発
に
お
い
て
、
今
年
が
一
番
大
切

な
時
期
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
課
題
は
、
本
年
に
お
け
る
上
島
町

の
重
点
項
目
と
し
て
捉
え
、
商
工
業
の
み

な
ら
ず
、
関
連
す
る
農
業
・
水
産
業
分
野

の
発
展
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施

策
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
議
会
を
は
じ

め
町
民
の
皆
様
、
関
係
各
団
体
の
ご
高
配

を
賜
り
、
更
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
町
村
時
代
よ
り
の
引
継
ぎ
事
項
で
あ

り
、
議
会
に
お
い
て
も
質
問
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
生
名
地
区
「
海
光
園
」
の
大
規
模

改
修
及
び
拡
張
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

先
般
の
全
員
協
議
会
で
も
報
告
致
し
ま
し

た
が
、
５
月
10
日
の
時
点
で
市
町
村
交
付

金
、
前
年
度
で
言
う
国
庫
補
助
金
の
対
象

外
に
な
っ
た
と
の
連
絡
が
、
県
庁
担
当
課

か
ら
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
そ
の
報
を
受
け
た
時
点
か
ら
、

新
築
に
向
け
て
の
諸
手
続
き
を
始
め
て
お

り
、
入
所
者
の
定
員
増
を
含
め
慎
重
且
つ

迅
速
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

住
宅
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
弓

削
地
区
緑
ヶ
丘
の
起
工
式
が
６
月
16
日
に

挙
行
さ
れ
、
平
成
18
年
２
月
末
の
完
成
に

向
け
て
槌
音
が
響
き
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
生
名
地
区
公
営
住
宅
に
お
い
て
は
、

７
月
頃
解
体
の
後
、
８
月
に
起
工
式
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

生
名
教
員
住
宅
は
、
３
月
定
例
議
会
に

お
い
て
８
戸
分
に
は
補
助
金
が
付
き
、
２

戸
分
は
町
単
独
予
算
に
お
い
て
建
築
す
る

と
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

県
に
対
し
補
助
事
業
採
択
に
向
け
て
の
粘

り
強
い
協
議
の
結
果
、
10
戸
全
て
に
補
助

金
が
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

情
報
通
信
分
野
に
お
き
ま
し
て
は
、
２

０
０
１
年
﹇
Ｉ
Ｔ
基
本
法
﹈
に
よ
る
ｅ
―

ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略
と
し
て
、
今
後
５
年
以

内
に
世
界
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
国
家
を
確
立
す

る
た
め
、
全
閣
僚
を
挙
げ
て
取
り
組
ま
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
全
体
を
捉
え
る
と
２

０
０
５
年
の
時
点
に
お
い
て
「
安
く
て
、

早
い
」
世
界
一
の
ネ
ッ
ト
環
境
が
実
現
さ

平
成
17
年
上
島
町
議
会
第
２
回
定
例
会

が
、
平
成
17
年
６
月
８
日
に
招
集
さ
れ
、

「
専
決
処
分
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
な

ど
、
18
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
本
会
議
で
は
、
４
議
案
の
審

議
が
行
わ
れ
、
休
会
に
入
り
ま
し
た
。

６
月
23
日
に
再
開
さ
れ
た
継
続
本
会
議

は
、
は
じ
め
に
上
村
町
長
か
ら
諸
般
の
行

政
報
告
が
あ
り
、
14
議
案
が
審
議
さ
れ
、

第
２
回
定
例
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
上
村
町
長
の
諸
般
の
行
政
報
告

及
び
各
議
案
の
主
な
内
容
、
議
決
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

天
気
予
報
の
梅
雨
入
り
宣
言
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
雨
の
気
配
も
な
く
今
後
の
水
不

足
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
世
間
で
は
衣
替

え
の
季
節
に
合
わ
せ
、「
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
」

と
い
う
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
が
、
流
行
語

と
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
こ
の
度
、
上
島
町
議

会
を
代
表
す
る
田
窪
議
長
が
、
愛
媛
県
町

村
議
長
会
会
長
な
ら
び
に
四
国
地
区
町
村

議
会
議
長
会
会
長
に
御
就
任
さ
れ
ま
し
た

こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

議会の
うごき

上
島
町
議
会

平
成
17
年

第
２
回
定
例
会

2005年８月　　4

上
村
町
長

諸
般
の
行
政
報
告



れ
ま
し
た
。

今
後
は
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
」
を
含

め
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
の
実
現
へ
向
け
た
中

期
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
り
、
上
島
町
に

お
い
て
も
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
核
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

政
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

３
月
定
例
議
会
の
所
信
表
明
で
申
し
述

べ
ま
し
た
よ
う
に
、
平
成
17
年
度
予
算
は

各
支
所
の
予
算
要
望
を
最
大
限
尊
重
し
た

結
果
、
11
億
円
も
の
財
源
不
足
が
生
じ
て

お
り
、
今
後
は
今
ま
で
以
上
に
経
費
の
節

減
、
補
助
金
の
全
面
見
直
し
な
ど
、
正
面

か
ら
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
健
全
財

政
の
維
持
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
環
と
し
て
町
長
交
際
費
も
旧
町

村
時
代
の
約
６
分
の
１
に
切
り
詰
め
て
お

り
ま
す
の
で
、
各
地
域
各
団
体
が
開
催
す

る
総
会
等
の
出
席
時
に
お
い
て
、
今
ま
で

の
よ
う
な
交
際
費
出
費
が
で
き
な
い
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

寒
い
２
月
か
ら
町
民
の
皆
様
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
い
た
、「
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
も
、
一
通
り
町
内
全
域
を
網
羅
い
た

し
ま
し
た
。

各
地
域
の
問
題
点
、
要
望
事
項
等
に
お

き
ま
し
て
は
、
文
書
に
よ
り
回
答
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分

な
点
も
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
住
民
皆

様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
直
接
現
場
に
足
を

運
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
対
応
を
行
い

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
特
に
、
生
名
地
区
公
営
渡
船

因
島
側
車
両
待
機
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

上
島
町
担
当
者
の
迅
速
な
行
動
と
、
因
島

市
村
上
市
長
を
は
じ
め
因
島
市
議
会
の
ご

理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
、
弓
削
方
面
行
き

と
生
名
方
面
行
き
の
車
両
待
機
ゾ
ー
ン
を

分
け
る
対
策
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
は
生
名
橋
あ
る
い
は
岩
城
橋
架
橋

に
向
け
て
、
抜
本
的
な
解
決
策
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
も

因
島
側
と
も
十
分
に
協
議
を
重
ね
て
い
く

準
備
を
整
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て地

方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
17
年
法
律
第
５
号
）
が
平
成
17
年

３
月
25
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
が
、
議

会
を
招
集
す
る
暇
が
な
か
っ
た
の
で
専
決

処
分
し
た
も
の
。

―
承
　
　
認
―

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
２

議
案
）

●
上
島
町
弓
削
公
営
住
宅
建
設
工
事

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
６
億
１，

４
２
５
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

松
山
市
千
舟
町
４
丁
目
４
番
地
３

五
洋
建
設
㈱
四
国
支
店

常
務
執
行
役
員
支
店
長
　
綾
田
巖

―
可
　
　
決
―

●
恵
生
公
営
住
宅
建
替
工
事
（
第
１
期
）

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
１
億
４
４
７．

５
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

今
治
市
喜
田
村
４
丁
目
10
番
25
号

㈱
大
旺
　
代
表
取
締
役
　
越
智
功
志

―
可
　
　
決
―

■
物
品
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

●
自
動
送
出
装
置
　
１
式
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
用
）

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
８
９
２．

５
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

今
治
市
南
大
門
町
１
丁
目
１
番
地
の
15

四
国
通
建
㈱
　
代
表
取
締
役
　
阿
部
健

―
可
　
　
決
―

■
上
島
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
事
業
の
適
正
な
運
営
を

図
る
た
め
、
関
係
規
定
を
改
正
し
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

町
村
合
併
し
た
こ
と
に
伴
い
、
公
民
館

の
使
用
料
を
統
一
し
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
平
成
17
年
度
上
島
町
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
（
５
会
計
）
補
正
予
算
（
６
議
案
）

歳
入
歳
出
の
補
正
額
及
び
予
算
総
額
は

次
表
の
と
お
り
で
す
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ

い
て

【
工
事
施
行
地
区
】
岩
城
船
越
地
区

【
施
行
年
度
】
平
成
17
年
度

【
事
業
費
】
９
０
０
万
円

【
工
事
計
画
】
県
単
独
補
助
土
地
改
良
事

業
（
か
ん
が
い
排
水
路
　
Ｌ
＝
180
ｍ
）

【
施
行
方
法
】
請
負
施
行

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

恵
生
公
営
住
宅
整
備
上
必
要
が
生
じ
た

の
で
、
道
路
法
第
10
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
、
町
道
の
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
。

【
路
線
番
号
】
96

【
路
線
名
】
恵
生
８
号
線

【
起
点
】
上
島
町
生
名
３
７
４
４
番
地
先

【
終
点
】
上
島
町
生
名
３
７
４
１
番
地
先

【
重
要
な
経
過
地
】
恵
生
公
営
住
宅
Ｃ
団

地
内

―
可
　
　
決
―

専
決
処
分
議
案

条
例
改
正
議
案

そ
の
他
議
案

補
正
予
算
議
案

契

約

議

案
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各
議
案
の
主
な
内
容

及
び
議
決
結
果

一 般 会 計
（第１号）

2億1,700万円
61億4,300万円

科目変更のみ
総額の補正はなし

450万円
14億3,950万円

科目変更のみ
総額の補正はなし

440万円
8,240万円
10万円

8,240万円

国民健康保険
（第１号）

老 人 保 健
（第１号）

簡 易 水 道
（第１号）

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ
（第１号）

介護サービス
（第１号）

補正額
総　額
補正額
総　額
補正額
総　額
補正額
総　額
補正額
総　額
補正額
総　額
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■
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

■
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

公
有
水
面
の
埋
立
て
に
よ
り
、
新
た
に

生
じ
た
土
地
を
確
認
し
、
上
島
町
弓
削
沢

津
の
区
域
内
に
編
入
し
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
６

条
の
規
定
に
よ
り
、
上
島
町
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
後
期
計
画
（
平
成
17
年
度

〜
21
年
度
）
を
策
定
し
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

諸
般
の
状
況
か
ら
、
上
島
町
の
辺
地
に

係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
的
な
整
備
に
関

す
る
財
政
上
の
計
画
を
検
討
し
、
辺
地
に

係
る
総
合
整
備
計
画
を
策
定
し
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

新たに生じた土地及び字の区域

土　地　の　所　在 字
越智郡上島町弓削沢津1の2、2の2、
3の2から3の4まで、4の2から4の4
まで、13、14、20から24まで、26
から28まで、29の1、29の2、31、
32、39、42、46、51から54まで、
56から58まで及び89並びに弓削久
司浦1121の2、1122の2、1123の
2、1124の2、1125の2、1125の3、
1126から1129まで、1130の2、
1131の2及び1132の2の2の地先

弓
削
沢
津

面積（㎡）

4,904.11
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児童扶養手当制度は、父と生計を同じくしてい
ない下記の支給要件に該当する児童（18歳に到達
する日以後、最初の3月31日までのもの、又は20
歳未満で概ね中程度以上の障害の状態にあるもの）
について、その児童を監護している母、又は母に
かわってその児童を養育している方に対して、児
童の健やかな成長を願い、家庭の生活の安定と自
立の促進に寄与するために支給される手当です。
但し、児童が、父又は母の死亡によって支給さ

れる公的年金を受給していたり、児童福祉施設等
に入所している場合は、手当は支給されません。

■支給要件
・父母が離婚した児童
・父が死亡した児童
・父が障害の状態にある児童
・父の生死が明らかでない児童
・父に１年以上遺棄されている児童
・父が引き続き１年以上拘禁されている児童
・母が婚姻によらないで懐胎した児童
・父母ともに不明である児童

■所得制限

請求者、同居している扶養義務者等の前年（１
月から６月までの間に請求する方については前々
年）の所得が一定額以上ある場合は、手当は支給
されません。

現在、児童扶養手当及び特別児童扶養手当を受給されている方は、毎年８月に「現況届」、「所得状況
届」を提出することになっています。これは、引き続き手当を受ける要件があるかどうかを確認する大
切な届出です。関係書類は、８月初めに送付しますので、提出をお願いします。

【問合せ先】 上島町各総合支所　住民課及び住民福祉課

現況届の提出はお忘れなく！

特別児童扶養手当制度は、児童の健やかな成長
を願い、20歳未満で身体又は精神に中程度以上の
障害のある児童を監護している父、もしくは母、
又は父母にかわってその児童を養育している方に
対して支給される手当です。

■支給要件
○受給者 ①父又は母

（主として生計を維持する者）
・日本国内に住所を有する。
・障害児を監護。
②養育者（父母以外）
・障害児と同居・監護・生計維持。

○障害児 ・日本国内に住所を有する。
・障害を支給事由とする年金を受給し
ていない。

・特別児童扶養手当等の支給に関する
法律施行令、別表第３に定める障害
の状態にある。

・児童福祉施設等に入所措置されてい
ない。

・知的障害者入所構成施設等（支援費
施設）に入所していない。

■所得制限

手当を請求する方と同居している配偶者及び扶
養義務者（手当を請求する方が養育者の時は、生
計を維持する扶養義務者）の前年（１月から６月
までに請求する方については前々年）の所得が一
定額以上ある場合は、手当は支給されません。

児童扶養手当制度

特別児童扶養手当制度




